
　暦の上では秋となりました。い
よいよスポーツの秋です。 
　秋はマラソン大会が各所で開催
されますが、私は一時期マラソン
にはまり、多い時で月に２回、年
間で１０回ものマラソン大会に観
光も兼ねて参加していました。こ
こ数年は年に１回のペースで大会
に参加していましたが、昨年は新
型コロナウイルスの影響で、多く
のマラソン大会が中止となり出場
を断念しました。 
　今年は、各地で少しずつ大会開
催の動きが見られ、開催場所の県
民のみ参加可能な大会や、開催日
２週間前から体調チェック表を記
入した上で参加する大会等も出て

きました。そのため私も体調管理
の一環として大会に参加する事を
決めました。 
　いつもは１０キロの部にエント
リーしていますが、今年は１０キ
ロの大会が少なく、大会の日程と
仕事の都合が合わなかったため、
思い切ってハーフマラソンにエン
トリーしました。 
　いざ、練習で走ってみると、コ
ロナ禍で運動不足になっていたこ
ともあり、予想以上に早く息が切
れ、明らかに体力が落ちていると
感じました。果たして完走できる
かと思うほどでした。 
　それでも体は正直で、運動し続
けると少しずつ息切れもしなくな

り、体も走る事に慣れてきたよう
に感じます。狙うは５年前に走っ
た時の自己最高記録越えですが、
そのためにもコツコツ努力する事
が必要だと感じています。 
　コロナ禍で遠出も出来ず、どう
しても引きこもりがちになります
が、適度な運動はストレス解消に
もつながります。皆さんもスポー
ツの秋をきっかけに運動を行い、
心身共に健康に過ごしましょう。

閃 

光
発
行
元 

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
訓
練
所
株
式
会
社 

令
和
三
年
　
長
月
号

お
陰
様
で
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
訓
練
所
は
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

　
毎
年
こ
の
時
期
は
、
高
校
野
球
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
中
止

に
な
っ
た
全
国
高
校
野
球
で
す
が
、
今
年
は
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
高

校
を
応
援
し
つ
つ
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
一
試
合
目
で
勝
利
し
、
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
時
に
、
部
員
一
名
が
コ
ロ
ナ
陽
性
、
四

人
が
濃
厚
接
触
者
と
の
こ
と
で
、
辞
退
を
申
し
出
ま
し
た
。
速
報
を
見
て
正
直
驚
き
ま

し
た
。
大
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
「
集
団
感
染
で
は
な
く
個
別
の
事
案
と
判

断
し
た
場
合
は
、
試
合
開
始
時
刻
二
時
間
前
ま
で
は
選
手
の
入
れ
替
え
可
能
」
つ
ま
り

試
合
続
行
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
気
に
な
っ
て
、
も
う
少
し
調
べ
て
み
る
と
学
校
側
は
、
陽
性
に
な
っ
た
一
名
が
特
定

さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
個
人
の
特
定
を
避
け
る
指
導

を
貫
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
大
会
に
全
て
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
球
児
た

ち
に
と
っ
て
は
無
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
陽
性
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
本
人
も
辛
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
を
責
め
な
い
だ
ろ
う
か
と
心
配
だ
っ
た
の
で
す
が
、
「
感
染
し
た
選

手
を
み
ん
な
で
守
り
、
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
野
球
部
主
将
の
コ
メ
ン
ト
を

見
る
限
り
、
当
事
者
で
あ
る
選
手
達
も
こ
の
判
断
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
辞
退
す
る
と
い
う
学
校
の
判
断
に
つ
い
て
賛
否
両
論
あ
る
よ
う
で
す

が
、
間
違
い
な
く
学
校
側
も
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
情
報
が
少
な
く
不
確
か
な
中
、
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
困

難
を
極
め
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
優
先
す
べ
き
か
さ
え
間
違
え
な
け
れ
ば
、
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
確
信
し
た
出
来
事
で
し
た
。
選
手
達
に
は
胸
を
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
異

例
づ
く
し
の
今
年
の
全
国
高
校
野
球
で
す
が
、
決
勝
は
初
の
兄
弟
校
対
決
で
、
智
弁
和

歌
山
が
優
勝
し
ま
し
た
。
来
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
な
く
、
球
児
た
ち
が
安
心
し
て
思

い
切
り
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

「
夏
の
甲
子
園
」

講師の独り言 講師 
佐藤　晃樹

「スポーツの秋」

　秋の味覚と言えば、葡萄、梨、
柿、秋刀魚、松茸、さつま芋、レ
ンコン、カボチャ等沢山挙げられ
ます。ビールのCMを見たりする
と、秋の食材で一杯といきたくな
ります。しかし「食欲の秋」だか
らといって食べすぎると太った
り、体調を崩してしまうこともあ
ります。それではなぜ、秋は食欲
が増すのでしょうか。その理由に
ついて解説します。 
■食欲が増す理由３つ 
①セロトニンが減るから 
　「幸せホルモン」と呼ばれるセ
ロトニンは、満腹感を与えて食欲
を抑える働きがあります。しか
し、秋になると日照時間が減り、
セロトニンの分泌が減るため食欲
が増えると言われています。 

②気温が低下するから 
　人は寒いところにいると、脂肪
を燃焼して体温を保持しようとし
ます。基礎代謝が上がればエネル
ギーを消費してしまうため、失っ
た分を補おうと食欲が増します。 
③夏バテが解消されるから 
　夏バテで減少していた食欲が、
秋になり過ごしやすい気温に落ち
着くことで回復するからです。 
　もちろん、単純に秋の食材が美
味いというのもあります。新米が
収穫される時期でもありますの
で、新米なら何を食べても美味し
いという人もいます。 
　それでは、「食欲の秋」からは
逃れられないのかということです
が、もちろん対策はあります。 
■食欲を抑える対策３つ 
①噛む回数を増やす 

　食べ過ぎを抑えるためには早食
いを防ぎます。早食いを防ぐため
にはひと口で３０回噛みます。よ
く噛んで食べると食欲を抑える
「ヒスタミン」が活性化し、食べ
過ぎを抑制出来ます。 
②白湯を飲む 
　沸騰したお湯を５０度前後まで
冷まして飲むと、体を温め血のめ
ぐりが良くなり、代謝アップ効果
が見込めます。 
③低カロリーのものをとる 
　我慢できない時は、低カロリー
の春雨スープや味噌汁を飲むこと
です。野菜を入れると腹持ちがよ
くおすすめです。 
　美味しいものを美味しく食べる
には健康が欠かせません。くれぐ
れも食べ過ぎには注意し、美味し
い秋を堪能しましょう。

所在地：仙台市青葉区愛子中央3-16-2 
電　話：０２２-３９２-５５１１ 
E-mail：kensyu@business-k.co.jp

■編集後記／ビジネス教育訓練所も３５周年目を迎えることとなり
ました。これまでお付き合いいただきました皆様には本当に感謝申
し上げます。今後とも宜しくお願いします。「人を育て、企業を伸ば
し国が栄えるよう貢献していくことが私たちの生業である」これは弊
社の社是であり、創業者三塚信二の想いが込められています。今後も
人の成長に関われることに感謝し仕事に励んでまいります。（吉田）

　「最近の若手社員は社会人としての考え方が
なってない」「自分の経験則で若手社員に話して
も理解されない」等と思ったことはありません
か。時代の変化や価値観の多様化が進むにつれ、
「働き方」に対する考え方も大分変わってきまし
た。本書は「働くこと」をテーマに、より良い仕
事人生を送るためのヒントが記されています。
キャリアやモチベーション、メンタルヘルス等の
項目に分かれており、関連する理論についても図
やイラストを使い分かりやすく解説しています。
読み物としてだけでなく、若手社員に「仕事とは
何か」を伝えるためのネタも満載ですので、社内
勉強会等で利用してみてはいかがですか。

オススメ図書コーナー

『働き方の哲学』 
　　　　　　　　　　　　　　著　村上　昇　

研修プログラム紹介コーナー

　今回は管理者特訓６日間合宿
のメインプログラムの１つであ
る３０キロ夜間歩行訓練につい
て紹介します。リーダーシップ
やフォロワーシップを強化する
目的で行われるこの訓練は、訓
練生で小隊を作り、与えられた
地図を元にチェックポイントを
探して戻ってくるというもので
す。観察力、判断力、チーム
ワークが問われる訓練で、順調
に進めば２１時にゴールする隊
もありますが、ペース配分を間
違えたり、チェックポイントを

見逃したりすると日を跨ぐこと
もあります。体力があり順調に
進んでいるうちは気持ちも前向
きですが、疲労が蓄積し、
チェックポイントが見つからな
いと、焦りや不安から感情的に
なったり、ネガティブな気持ち
が訓練生の心を支配していきま
す。人は困難に直面した時こ
そ、本性が浮き彫りになりま
す。感情をコントロールしなが
ら、如何にチームを牽引しゴー
ルに導くか、管理者としての器
が問われる訓練です。

「３０キロ夜間歩行訓練」

※管理者特訓のプログラムです。

社員教育・管理者教育の事なら 

ビジネス教育訓練所株式会社

秋の味覚に舌鼓！ 

食欲の秋は食べ過ぎにご用心
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昨
年
か
ら
世
間
を
騒
が
せ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
組
織
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
の

中
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
食
事
会

や
飲
み
会
の
禁
止
、
テ
レ
ワ
ー
ク

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
三
密
の

回
避
や
仕
事
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、

上
司
・
部
下
の
接
点
が
減
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
懸
念

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

　
コ
ロ
ナ
以
降
、
一
般
職
や
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
（
係
長
・
主
任
ク
ラ

ス
）
研
修
で
参
加
者
に
話
を
聞
い

て
み
る
と
、
「
日
常
業
務
を
行
う

上
で
大
き
な
問
題
は
発
生
し
て
い

な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
上
司

と
話
す
機
会
が
減
り
考
え
を
共
有

で
き
て
い
な
い
」
「
上
司
に
言
い

た
い
こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
些
細
な
こ
と
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。
又
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
研
修
の
参
加
者
に
上
司
の
補

佐
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
か

質
問
す
る
と
「
報
告
、
連
絡
、
相

談
及
び
、
仕
事
に
関
わ
る
情
報
提

供
は
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
一
方
、
「
上
司
の
補
佐

と
は
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
良
い

か
分
か
ら
な
い
。
何
か
し
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
と

い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
以
前
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

上
司
と
部
下
の
関
わ
り
が
減
る
こ

と
に
よ
り
、
意
思
の
伝
達
が
図
れ

な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
上
司
の

考
え
や
判
断
基
準
を
学
ぶ
機
会
も

無
く
な
り
、
部
下
の
成
長
に
も
影

響
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。 

■
部
下
が
上
司
に
求
め
る
こ
と 

　
一
般
職
対
象
の
研
修
で
「
上
司

に
求
め
る
事
は
何
か
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
み
る
と

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
」

「
指
示
を
具
体
的
に
出
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
回
答
が
多
数
上
が
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
な

い
状
況
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
上
司
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
今
後
組
織
が
ど
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
う
の
か
、
何
を
す
れ

ば
良
い
の
か
を
示
す
こ
と
だ
と
言

え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
部
下
の
レ
ベ

ル
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
伝
え
る

か
、
何
を
伝
え
る
か
は
変
わ
り
ま

す
が
、
上
司
の
立
場
で
あ
る
管
理

者
が
組
織
の
状
況
を
把
握
し
、
仕

事
を
進
め
る
上
で
、
問
題
が
あ
れ

ば
改
善
し
、
不
足
し
て
い
る
部
分

は
強
化
し
な
が
ら
よ
り
良
い
成
果

を
上
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
は
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。 

■
部
下
と
の
連
携 

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、

組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
円
滑
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
管
理
者
が
単
独
で
考
え
る

よ
り
も
、
部
下
を
巻
き
込
ん
で
い

く
と
、
部
下
の
成
長
に
も
つ
な
が

り
、
職
場
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
が

出
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
右
腕
と

な
る
部
下
や
、
信
頼
出
来
る
部
下

を
巻
き
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

①
部
下
の
時
間
を
確
保 

　
部
下
に
対
し
組
織
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
施
策
を
考
え
た
い
の
で
時
間

を
作
っ
て
欲
し
い
と
伝
え
る
。 

②
考
え
を
伝
え
る 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の

現
状
、
そ
れ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面

を
伝
え
、
二
人
で
原
因
を
分
析
す

る
。
そ
の
後
、
対
策
を
考
え
翌
日

か
ら
実
践
す
る
よ
う
指
示
す
る
。 

③
定
期
的
に
報
告
さ
せ
る 

　
対
策
が
効
い
て
い
る
か
否
か
を

報
告
さ
せ
、
効
果
が
出
て
い
な
い

場
合
は
再
度
打
合
せ
を
行
い
対
策

を
考
え
る
。 

④
部
下
に
関
心
を
持
つ 

　
報
告
が
な
い
部
下
に
は
管
理
者

か
ら
声
を
掛
け
関
心
を
示
し
な
が

ら
状
況
確
認
。
他
の
部
下
に
も
対

策
の
効
果
が
出
て
い
る
か
確
認

や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。
さ
ら

に
良
く
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
。
　 

■
管
理
者
が
学
べ
ば
組
織
が
変
わ
る 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
上

司
・
部
下
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
足
し
が
ち
で
す
が
、
上
司

か
ら
の
発
信
が
少
な
い
、
或
い
は

放
任
状
態
で
は
、
部
下
が
戸
惑

い
、
不
安
に
な
り
、
勝
手
に
判
断

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
自
身
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

困
難
に
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
新
任
管
理
者
の
場

合
は
、
意
識
が
一
般
社
員
の
延
長

に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
い
段
階
で

教
育
し
管
理
者
と
し
て
の
も
の
の

見
方
・
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
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■今後の研修日程　※参加希望の場合は事前にお問合せください。 
◯ビジネス特訓４日間合宿…　９月１３日（月）～１６日（木）※延長あり 
◯営業マン特訓５日間合宿…１０月　３日（日）～　７日（木）※延長あり 
◯ビジネス特訓４日間合宿…１１月　３日（水）～　６日（土）※延長あり 
◯管理者特訓６日間合宿　…１１月　３日（水）～　８日（月）※延長あり 
◯管理者実践４日間合宿　…１２月１４日（火）～１７日（金）※延長なし

大きな問題が無いのが問題？　コロナは組織も蝕む？ 

今、求められる管理者のあり方

◎部下が上司に求めること 
・ビジョンを示してほしい 
・指示は具体的に出してほしい 
・責任は俺が取ると言ってほしい 
・自分に厳しくあってほしい 
・公平にしてほしい（接し方） 
・上に強い人であってほしい 
・労ってほしい　他

■収録内容（29分） 
◯学校と会社の違い 
・誰のために働くのか 
・何で評価されるのか 
・上司との付き合い方 
◯新人に心掛けてほしい４項目 
・ビジネスマナーを身につける 
・早く仕事を覚える 
・ルールを守る 
・自分の仕事に責任を持つ

■収録内容（56分） 
◯礼儀とは人間関係の基本 
◯第一印象の重要性 
◯ビジネスマナーの５原則 
・オシャレと身だしなみの違い 
・人を不快にする態度とは 
・適切な言葉遣い 
・好感の持たれる返事と挨拶 
◯名刺交換の仕方 
◯紹介の仕方

vol.1 新入社員は基本を身につけ大きく成長せよ vol.2 礼儀・ビジネスマナー

教育出版会社の営業、教育機関で講師の経験を
経て入社。講師歴は通算で１３年。企業の要望
に合わせた出張研修を中心に行う。ソフトな語
り口と豊かな表情で、緩急のある指導を行う。
好きな言葉は「人間は一生のうちに逢うべき人
には必ず逢える。しかも、一瞬早すぎず、一瞬
遅すぎない時に」。出会いは運命です。

２０１９年、創業３３年目に社長就任。創業者の意
志を引き継ぎ、サービスの拡充、新カリキュラムの
開発等、日々挑戦し続けている。私たちには夢があ
ります。研修を通して人を育てることで企業を伸ば
し、日本を更に元気にしていきたい。そして、教育
の素晴らしさを世界に広げていきたい。今後、弊社
の新しい挑戦と成長に是非ご期待ください。

講師　吉田　習二代表取締役　髙谷　愛美

vol.3 命令の受け方・報告の仕方 vol.4 電話応対「基本編」「実践編」
■収録内容（28分） 
◯命令の受け方 
・命令を受ける際の流れ 
・上司は命令を省略する？！ 
・５W２Hと復唱でミスをなくす 
・命令の原則と例外への対処 
◯報告の仕方 
・報告はスピードと正確さが命 
・報告の種類と手段 
・結論・経過・所感の順で報告

■収録内容（32分） 
◯電話応対「基本編」 
・電話は会社の見えない窓口 
・声のトーンで印象が変わる 
・表情は見えなくても分かる 
・保留ボタンを押さない残念な人 
◯電話応対「実践編」 
・名指し人が不在の時の電話応対 
・間違いだらけの電話応対 
・適切な電話応対の仕方

講師　鈴木　大知
講師歴１０年。講師・営業として着実に経験を積
み、研修を通じて企業と社員のパイプ役となる。
物怖じしない性格と鋭い観察眼で、踏み込んだ指
導を行う。人情家で面倒見が良く、寄り添いなが
らも厳しく迫る妥協のない指導を行う。好きな言
葉は「出来るか出来ないかではなく、やるかやら
ないか」。行動無くして成功無し。

講師　佐藤　晃樹
講師歴１６年。合宿訓練講師としてこれまで５
千名以上の訓練生の指導を行う。そこで培われ
た観察力と指導力を武器に、企業研修では管理
者を中心に幅広い階層の研修を担当。参加者の
潜在能力を引き出すためには研修内容も大胆に
アレンジする。お客様から「あなたがいて良
かった」と言われることが１番の喜びです。

新人・一般社員のためのビジネス基礎教育 

ビジネス基礎コースDVD紹介！
YouTube

サンプル動画

　社会人の心構えやビジネスマナー、ビジネススキルについて解説。短時間でビジネスの基本を理解するのに最適です。新人
や若手社員だけでなく、中堅社員やベテラン社員のマナーアップにもお使いいただけますので、是非お役立てください。

ビジネス基礎コースDVD 
全４巻　77,000円（税込） 

【購入特典】 
 理解が深まる理解度テスト進呈！


